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概要

Moodleや授業アーカイブシステムを利用した反転講義を導入し，その際

に実際の回路を用いて現象理解を深めるようにしている．また，内容に

関する振り返りや質問に対するフィードバックを学修支援システムを利

用して行っている．今回は，本学独自の様々な学修支援システムを用い

た担当科目における講義改善の取組に関してご紹介したい．
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1. 導入の経緯
2. 事例紹介
3. 結果
4. まとめ

アジェンダ 私の担当科目(座学)

• 電気回路Ⅰ(1年前期，必修，2クラス)
– 直流回路，回路ボードを用いたAL型実習を導入

• 電気回路Ⅱ(1年後期，必修，2クラス)
– 交流回路の基礎，共振回路，(複素数の内容では反転講義)

• 電気回路Ⅲ(2年前期，必修，2クラス)
– 交流電力，交流回路網解析，（演習が多め）
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本学の学修支援システム

• myFIT(Web学生情報ポータルサイト)

• FIT-Replay(授業アーカイブシステム)

• FIT-Moodle(e-Learning学習管理システム)

• FIT-AIM(双方向学修支援システム)
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講義における学修支援システムの使用状況 3

MyFIT

学生への連絡

出欠登録

授業アンケート

（全学）

FITｰMoodle

講義資料公開

課題公開

課題，テストの

解答公開

簡易アンケート

FITｰAIM

講義振り返り

学生への

フィードバック

課題，テストの

返却

理解度把握

取組姿勢把握

FIT-Replay

動画公開

反転講義

全ての担当科目(電気回路)で使用

電気回路Ⅱで使用
※学科所属学生は
全員視聴可能

講義資料や課題はオンライン上に公開し，各自必要に応じて印刷
提出課題やテスト結果もスキャン後にオンライン上で返却
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活用事例(FITｰMoodle) 4

講義資料，課題，課題と小テストの解答
や補足資料を公開

e-learningシステム
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活用事例(FITｰReplay) 5

1. PowerPointに音声を吹き込み動画として公開．複素数関係の内容は反転講義(3回)と
し，講義までに視聴を義務づけ，講義では演習を行っている．

2. 他科目でも必要な知識であることから，学科所属の学生は全員視聴可能としている．
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FITｰAIM(学習ポートフォリオ) 6

入
学

卒
業実践型人材

～自律的に考え、行動し、社会で
活躍することのできる人材～

目標設定
「卒業後の自分の姿」

履修した各科目における
学習状況、課外活動、イン
ターンシップ、就職活動な
どの記録を蓄積

振り返りによる
学び、気づき

学習ポートフォリオFIT-AIM
FIT-Active,interactive, and self-Management 
system

身に付けた
力の確認

学期ごとの目標
設定と自己評価

主体的な学び
の促進

4年間の学び
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講義への支援システム導入の経緯 7

• 紙媒体であるので回収率は高い
• 講義の内容ではなく，講義手法等への要望
• その後の集計や分析が大変
（スキャンして文字認識もきつい）

• 1回でいいのか？

本学で行われていた中間アンケート

• 講義内容の理解度や躓きを個別に把握したい．
• 学生個々に応じてのフィードバックを行いたい．
• 日々の学生の振り返りから，学生の考えや意図を
数値化したい．

講義4〜8回目に実施．

集計後にフィードバックシートを学科

FD委員に提出．

ねらい

今年度より導入
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活用事例(FITｰAIM) 8

4:講義内容を越えた課題を行い、理解できた。

3:講義の内容を理解できた。

2:講義の内容をほぼ理解し、分からない点や課題をまとめられた。

1:講義の内容を半分程度理解した。

4:模範となる学習行動をとった。

（発展問題に挑戦する、友人に教える、リーダーを務めるなど）

3:学習を深めるために自分から働きかけを行った。

（質問や意見表明を行うなど）

2:後で復習しやすいよう工夫しながら取り組んだ。

（板書以外の先生のコメントもメモするなど）

1:学習環境を整え学習内容を理解しようと努めた。

（ノートを工夫する、集中して取り組むなど）

①各回の講義における学生の取組姿勢および講義理解度の把握
(左:取組姿勢平均，右:講義理解平均)
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個人の画面 9

②各回の講義における学生の講義振り返りに対するフィードバックと課題等の返却

学生個人の取組姿勢（4段階）
（振り返りのハードルを下げる）

学生個人の講義理解（4段階）
（振り返りのハードルを下げる）

学生個人の講義振り返り（自由記述）

教員からのコメント，課題等の返却
（教員の負担軽減）
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学生コメントの例(電気回路Ⅰ) 10

学籍番号 学生氏名 出身高校 入試種別

1952018 國分　尋斗 # N /A # N /A

講義 コメント 感情

1回目

高校の復習だったが、より理解を深めるためにしかっりと授業に

集中した。また、レポートや復習もしっかりしていきたいと思

う。

2回目
回路について少し忘れているところがあった。また、電験で回路

は絶対に必要となるのでしっかりと復習する。

3回目

普段目にしている回路の問題などの電流や電圧は直列、並列下で

は常に一定と思っていたが、内部抵抗を持つ電源の場合は常に一

定ではないということを学んだ。また、証明が成り立つか自分で

復習する。

4回目

直流と交流での合成抵抗の求め方について改めて学習することで

より理解が深まった。また、小テストの結果からしっかりと復習

していきたい。

5回目

重ね合わせの理とテブナンの定理の講義で、電流は開放、電圧は

短絡などを用いて問題を解いていくので瞬時にどれを用いるか区

別できるように、また、電験でも出る問題なのでしっかり復習す

る。

6回目

小テストと帆足・ミルマンの定義の講義で、キルヒホッフに似て

いる部分があり、重ね合わせの理よりも理解しやすかった。ま

た、帆足・ミルマンの定義は電験にも出ると北崎先生がいってい

たのでしっかり自分のものにできるように復習をする。

7回目

ミルマンの定義についての講義で、ミルマンの定義を使うために

は基本的な知識はもちろんのこと、重ね合わせの理などを使うの

で今までの内容が理解できていないとわからないことがより実感

できた。なので、より復習の重要性がわり、復習への心持ちが変

学生のコメントをこれまで数値化しにくかった．教育効果(思考力，判断力，主体性…)の評
価につなげられないか.
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学生コメントの感情分析 11

学⽣ score magnitude 点数 取組姿勢平均
A 0.4 8.89999962 72 2.66666667
B 0.5 17.6000004 92 2.73333333
C 0.1 15.6000004 75 1.93333333
D 0.5 12.6000004 67 2.66666667
E 0.4 18.1000004 89 2
F 0.6 9.69999981 83 2.2
G 0.3 15.6999998 100 2.06666667
H 0.5 20.5 95 2
I -0.1 2.29999995 91 1.73333333
J 0.4 15.3000002 98 2.93333333
K 0.1 8.89999962 73 2.46666667
L 0.3 8.60000038 74 3.06666667
M 0.2 11.6000004 62 2.8
N 0.4 8.80000019 65 2.73333333
O 0.2 10.5 110 2.2

y = 0.746x + 2.1746
R² = 0.1155
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感情値と取組姿勢平均との相関

現在はGoogle Natural Language API を利用

15回全てコメントを入力した学生のみ抽出して分析

https://cloud.google.com/natural-language/?hl=ja

https://cloud.google.com/natural-language/%3Fhl=ja
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授業アンケートの結果 12

2019

2018 2018

① ② ③ ④

2019

① ② ③ ④

満足度を「高い」と評価する学生が増加(個別のフィードバックが原因か？)
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個人的な感想

ICTを講義に取り入れたことにより
– 学生ひとりひとりへの対応がよりやりやすく
– 振り返りを行うことで学生の当事者意識が上がる
– コメントから躓く箇所や内容の理解度が把握できる
– 学生は答案や資料をPCやスマートフォンでいつでも確認でき，ま
たダウンロードや印刷も可能

– 明らかに学生の負担は増えたかと思われるが満足度は高い
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課題として
– 受講科目数との兼ね合い（全科目で行う事になった場合）
– 教員の利用機会の増加
– 教育・研究のバランス
– 学生の継続的な利用(卒業までの利用促進)，習慣づけ
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まとめ

• 学生の「力」の評価
– リテラシー（テストや試験で評価可能）
– コンピテンシー（測定が難しい）
→両面での評価(大学独自の切り口を含む)が必要

• 本学の学修支援システム(FITｰAIM)
– 学生の振り返りに対するハードルを下げる
（4段階で取組姿勢，理解度の評価から，自由記述
への流れ）

– 教員入力のハードルも下げる
– 双方向性を強く意識（学生がメインだが，教職
員が学生を支援する形）
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本学の目指す
教育・研究指導


